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’｝ ｷ岡融地理学

論文の内容構成は次の通りである。

　　第1章地域の概説

　調査地：域は北上盆：地北端の岩手県中央部に位置する人口約丁8万入の地方中都市である。市の中

央部とその以西は於工むね平坦をなし・との中を北上川は雫石川．中津川等を分流しなホら南に向

って流れている。

　気候は冬は寒く無霜期間は短いが夏は比較的高温になり易いという，内陸盆地性気候である。

　当市の農業をみると産業王に屠る位置は年々下る傾向にある。農業土地利用は，東部地域一一帯が

山間部に准っているため林野率は79％と高いのに，耕地比率は皇5％と低い。農業生産及び生産

嶺からみて米。ηンゴ。疏菜及び畜産が重要左位置を占る。

　　第・2章　地　　　　形

　北上盆地の成因は第三紀申新世の奥羽山脈の生成に関連した二軍運動によるもので，その結果奥

羽山脈側には断層地形が明瞭である。当地域の東西両側はこの北上。奥羽両山脈に属する山地が連

な弼また特に東部には北山・山王山等の丘陵も存在する。岩手火山南東麓の末端に当る北部は，

火山性の台地となっている。この台地の南は北上川潭ぴ雫石川によって作られた低平な沖積平野で・

構成物質・比事序から上位面と下位面にわけられる。さらに北上川流域には上記の台地面を切って

小規模ながら二段の段丘が形成されている。その他谷床沖積地。崩積地と全部で七つの区分にわけ

られた。

　　第5章農　　　　業

　今日みられる農業土地利用の原型は，主要生産物の種類にしろ農業法にぜよ，明治初めの新農業

政策によるものである。その一つ商品作物のリンゴは主として丘陵に栽培されている。専業農家は

少なく三脚練ねているのが多ぐ・近年イ鯵悩みのかんがある・稲作は即の冷害にもかかわ

らず品種改良・農業技術の向上等により農i業生産：の中核をなして論力，水田は北上川西部沖積：地帯
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に集中している。競菜は概して作付種類が多い幽には個々の種類別作付面積は小さく，また地元外

生産物の影響をうけながらもその需要は伸びている、こうした農業による市域農栂部は自然条件及

び社会経済条件の相違により農業型態も地区によって特異性を示し，六つの農業地域区分が可能で

ある。

第4章二業の動向と課題

　所で以上のような当市の農業も近年都市化の影響をうけ，それは直接農家人口と農業労働力の減

少・儲階層の下向化謙業の進行礫擁用等にあら棟やる・特に繭門辺の麟地域に

慶いてはその傾向が著しい。従って今後の市農業のあり方として地域別め対策，都市近郊型農業の

推進等が根本的にはかられなければならない。

，第5章　要 約

　当地域は’古来から琴通・文化の通路であり・しかもまた北」づ1縦谷平野の灰野を擁する北上盆地

を背景とし飾鱗鴎領地（岩手県）のほ季ま嫉をしめるという壇雌蹴そ縦けで醗展

的地填構成をもって有り・南部20万石の城下町そして県庁衝在地として中核をなす要因もことに

あった。しかしながらコ＝業その他の諸産業の欠如は，従来の消費的性格と相まってその後の都市の

発展を飛躍的なものとはしなかった。また市制施行以降何度かにわたる合併は農村的性格を与えた

が・近年の都市化にまり農業構造も円上つつあ外さらに都市そのものも生産管理中枢都市，地方

開発都市へと移行する方向に向っている。

i’ 西天龍地域め地理学的考察
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’調査地域は・儲那谷の最北部・辰野町から伊那市に至る長さ15㎞，幅500彿～7㎞の天龍川

・上流右岸の地域である。．昭和25年土：地利網図によれば，集落。耕地等の南北方向の帯状配列が顕

著であるので・本論交点は農業地域区分を行ない，同時に土地利用景観上の帯状配列を規定する要

因が何であるかを究開することにより、地域性をとらえることを試みた。

　論文の構成は次の如くである。

　　　第瞬章　伊那盆地の概観　・　第二章　西天竜地域の亀形　　　第三章　気　候9

　　　第瞬’・麟籍澱膿地開発の歴史　第五牽現在の農業地域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一26．一


